
提出課：

32

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 50 教育費 項 20 社会教育費 目 1

313

県支出金 その他 一般財源

△ 610 △ 610

合計△210千円

△ 160千円

150千円

△ 200千円

　３　職員手当等 合計△400千円

△160千円 △ 400千円

150千円

△200千円

△400千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

　　11　勤勉手当

　４　共済費

　　１　共済組合負担金

【補正を要する理由】
　職員手当等について、年度末に向けて各種団体の会議棟
も多くあり、業務量から時間外勤務手当の補正増額を要す
る。
　また、扶養手当ｍ勤勉手当t峰共済費について不用見込み
額の減額を行う。

【内 容】

　　３　扶養手当

　　６　時間外勤務手当

令和７年第２回定例会

議案説明資料 社会教育課

議案番号 令和６年度大山町一般会計補正予算（第11号）

社会教育総務費

事業番号 事業名 社会教育総務費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

　町内各種団体ほか

総合計画における位置づけ

01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子ど
もを増やそう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

　地域課題解決につながる社会教育事業を進め
るため、町民や実践者の声を反映した施策の立案
と実施に合わせ、社会教育団体の活動の振興を
図る。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

教育・子育て・生涯学習のまちづくり

根拠法令・要綱等

社会教育法ほか

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

70,943

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

３　職員手当等

　３　扶養手当

　６　時間外勤務手当

　11　勤勉手当

４　共済費

　１　共済組合負担金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

32

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 50 教育費 項 20 社会教育費 目 3

334

県支出金 その他 一般財源

0 100 △ 100

△ 100千円

100千円

△100千円

　 100千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

100

【補正を要する理由】

　生涯学習大会兼図書館本館30周年記念大会（11/17）に招
聘した講師から図書館へ絵本等の資料購入にとご寄附をい
ただいたため、同額の図書購入費を計上し、絵本を中心とし
た図書購入を行う。
　また、職員の共済組合負担金について不用見込み残額の
減額を行う。

【内 容】

　４　共済費

　　１　共済組合負担金

　17　備品購入費

70-5-50-20-2 図書館図書購入寄付金 0

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

　　１　備品購入費

　　　※図書購入費（寄付金分）

　　※図書購入費（寄付金分）

４　共済費

　１　共済組合負担金

17　備品購入費

　１　備品購入費

38,286

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

図書館費

事業番号 事業名 図書館費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

町民ほか

総合計画における位置づけ

08　公民館や図書館をもっと活用しよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

・図書資料をはじめ諸資料の購入や収集による充
実、情報提供体制の整備して、読書の喜びや生き
がい、生活上の術を自ら学び、発見できるよう読書
活動を推進する。
・司書によるレファレンス向上など図書館サービス
向上により、図書館が生涯学習拠点として、乳幼
児期から高齢者まで幅広い年代層に利用してい
ただけるように努める。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

教育・子育て・生涯学習のまちづくり

根拠法令・要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動
の推進に関する法律/文字・活字文化振
興法/大山町立図書館運営規則ほか
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